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シンメトリックモビリティトンネリングについて
シンメトリックモビリティトンネリングが有効になっている場合、すべてのクライアントトラ

フィックがアンカーコントローラへ送信されるため、RPFチェックを問題なく通過します。

図 1：シンメトリックモビリティトンネリングまたは双方向性トンネリング
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シンメトリックモビリティトンネリングは、次の場合にも便利です。

•送信元 IPアドレスがパケットの受信先サブネットと一致しないため、クライアントパケッ
トパス内のファイアウォールでパケットがドロップされる場合。

•アンカーコントローラ上のアクセスポイントグループの VLANが外部コントローラ上の
WLANインターフェイス VLANと異なる場合。この場合、モビリティイベント中に、クラ
イアントトラフィックが誤った VLANに送信される可能性があります。

注意事項および制約事項
•シンメトリックモビリティトンネリングはデフォルトで有効です。

シンメトリックモビリティトンネリングの確認（GUI）

ステップ 1 [Controller] > [Mobility Management] > [Mobility Anchor Config]の順に選択して、[Mobility Anchor Config]
ページを開きます。

ステップ 2 [Symmetric Mobility Tunneling Mode]テキストボックスに [Enabled]と表示されます。

シンメトリックモビリティトンネリングが有効な場合の

確認（CLI）
次のコマンドを入力して、シンメトリックモビリティトンネリングが有効であることを確認しま

す。
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